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報が交錯する中で,鳥 インフルエンザ,新 型イ

ンフルエンザ等が混同されて認識されている可

能性が考えられる。

このような現状を踏まえ, インフルエンザ,

鳥インフルエンザ,新 型インフルエンザに関し

て,住 民にどのような情報を伝達 し注意を喚起

する必要があるのか,知 識の現状を明らかにす

ることを目的とし,調 査を実施 したので幸R告す

る。
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インターネットを利用した質問紙調査

新型インフルエンザ等に関する

文*1 堀回 逸子*2 鈴木

近年, 日本を含めた世界各地で強毒性の高病

原性鳥インフルエンザ (H5Nl型 )が 発生 し,

鳥インフルエンザウイルスのヒ トヘの感染が確

認された。さらにウイルスの変異による新型 イ

ンフルエンザのパンデミック (大流行)の 危険

1生が高まっていることが,メ デ イアでもさかん

に取 り上げられている。一
方で,さ まざまな情

目的 新 型インフルエンザ等への対策を早急に講 じるため, インフルエンザ,鳥 インフルエンザ,

新型 インフルエンザに関する同民の知識の現状を把握することを目的とした。

対象と方法 gooリ サーチに公募によって登録 している20歳台から50歳台消費者モニター1,019人

を対象としたインターネット調査で,2006年 8月 21日から2006年8月 22日にかけて実施 した。

質問は,流 行状況,国 内発生,感 染経路,予 防方法,対 処方法 (行動),治 療法の有無,法 律

の有無 とその内容など,全 40間であるc回 答は 「はい」「いいえJの 二者択一形式である。

結果 イ ンフルエンザに関 して各問の平均正答率は約90°。であったが,鳥 インフルエンザ,新 型 イ

ンフルエンザの平均正容率は約7000であ り,正 答率が50%程 度に満たない問いもあった。新型

インフルエンザに関 しては,「新型インフルエンザとは,現 在, ヒトに感染 している鳥インフ

ルエンザのことであるJ「これまで鶏肉を食べて″寺インフルエンザに感染 した例はない」「新型

インフルエンザに対するワクチンは,現 在病院で接種することができる」などの正答率が低 く,

誤った知識を得ていたG

結論 イ ンターネット調査は,迅 速性 と簡使かつ低コス トという点から,早 急に対策を講 じる必要

がある際に活用できると考えられた。インフルエンザと,鳥 インフルエンザおよび新型インフ

ルエンザにおいて正答率に差景がみられたのは, インフルエンザが毎年流行が起こる身近な問

題であるのに対 し,鳥 インフルエンザや新型 インフルエンザは最近知られるようになったから

だと考えられる。報道や,流 行の経験などで,知 識の獲得に差が生 じることが推察された。

キーワー ド 新 型インフルエンザ,鳥 インフルエンザ,イ ンフルエンザ,イ ンターネット調査,普

及啓発
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Ⅱ 対象と方法

調査対象者は,gooリ サーチに公募によって

登録 している消費者モニター約23万人のうちの

20歳台から50歳台で,こ れまでに当該モニター

を利用 した各調査の回収率か ら回収 目標数

1,000人として無作為に抽出し,回 答の得られ

た1,019人である。

調査方法はインターネットを利用した質問紙

調査であり,質 問項目は通常のインフルエンザ

に関する18問,鳥 インフルエンザに関する12問,

新型インフルエンザに関する10間の全40間であ

る。質問内容は,流 行状況,国 内発生,感 染経

路,予 防方法夕対処方法 (行動),治 療法の有

無,法 律の有無とその内容などであるG各 質問

は,既 存の文献や,厚 生労働省への問い合わせ

が多かったもの等を参考に作成 した。回答は

「はい」「いいえ」の二者択―形式である。ま

た,基 本属性は 「年齢」「1生別J「居住域」であ

る。調査日は2006年8月 21日から2006年8月 22

日にかけてである。

分析にはSPSS ver.10を用い, t検定,χ
2検

定,一 元配置分散分析を行った。

田 結  果

対象者 について表 1に 示す。性別では男性

44.8%,女 性55.2%で あった。年齢別では,20

歳台20.5%,30歳 台41.2%,40歳 台28.5%,50

歳台9.8%で あった。居住地は,北 海道から沖

表1 対象者

第56巻第2ケ 「厚生の指標J2009年 2月

甲信越 ・

北 陸

縄まで島棋県を除 く46都道府県に在住 し,北 海

道 ・東北9.3%,関 東44.7%,甲 信越 ・北陸4.0

%,東 海9.3%,近 畿19.9%,中 国 ・四国5.7%,

九州 ・沖縄7.0%と なっていた。

(1)イ ンフルエンザ (18問)

正答数は,最 小値 6問 ,最 大値18問,最 頻値

は17間であ り,平 均正答数は15.9±1.60間で

あった。平均正答率は,性 別では男性88.0%,

女性88.8%と有意な差は認められず,年 齢別で

は20歳台89.6%,30歳 台89.0%,40歳 台88.0%,

50歳台84.0%と 50歳台において他の年齢 よりも

有意に低かった (p<0.05)。

各質問別の正答率は,「 インフルエ ンザウイ

ルスは,イ ンフルエンザ菌 と同じである(1)J

の65.4%か ら 「インフルエンザの予防に,手 洗

いは有効である(15)」の97.8%の範囲で,平 均

正答率は88.2%であった。正容率80%を上回つ

たものは18間中13間で全体の7割 を上回つてい

た (表2)①性別では 「インフルエンザの症状

は通常の風邪の症状と同じである(5)J「イン

フルエンザワクチンを接種することは,ウ イル

スに対する抵抗力を付けることである(12)」

「マスクをすると,他 人にインフルエンザを感

染 しにくくする(16)J「インフルエンザの予防

に,部 屋 を乾燥 させないことは有効である

(17)」「市販の風邪業はインフルエンザの治療

に有効である(18)」の 5間で有意な差が認めら

れ (p<0。05),いずれも女性が男性よりも5

から10ポイント高 くなっていた。年齢別では

「インフルエンザの症状は通常の風邪の症状と

十単位 人 .1)内 tl。)

同じである(5)」「予防接

種に使われるのは,ワ クチ

ンである(10)J「ワクチン

を接種すればインフルエン

ザにはかか らない(13)」

「マスクをすると,他 人に

インフルエンザを感染しに

くくする(16)」の4間 で有

意な差が認め られた (p

<0.05)。

~両
可形花十隔

41

( 4 0 )

6

95

( 9 3 )

27
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問題

番号
質問項目

:
ヒトが感染するインフルエンザは,他 の動物には感染しない 1786181.6 76.2

インフルエンザにかかった人は,二岐とインフルエンザにかからない 96 9 67.51

夏にもインフルエンザにかかる人がいる 92.3193.7

インフルエンザのサ古:状は通常の風州;の坊i:状と同じである

毎年インフルエンザで亡くなる人は20人程度である 80 4

高齢者はインフルエンザで死亡する可能性が高い 94.71

子L幼児はインフルエンザで死亡する可能性が高い 91.8

インフルエンザの予防法のひとつに,予 防接種がある 97.6 98 4

予防接種に使われるのは,ワ クチンである 95.0 94.5195.4

ワクチンにはインフルエンザウイルスが入っている 753174.2
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表2 インフルエンザに関する質問項目および正答率

ザワクチンを接種することは,ウ イルス

笙 阻 聖 917

98.6 964 1972 94 0

57.9

81.3

94,7

69 4

693

79.3

6 4 0

72.0

7 9 9

95 2 鉛窪
88.0

600

76.0

インフルエン

に対する抵抗

940

94.7 93.6191.0

98.1 98.1197.2

92.3

78.9

94.3 89.0 87.9 87.0

93.8 96 0 97 2 91.0

97.6 98.3 95,0

98.1 98 1 98.0

90.4 86.4 82.4

94.3 95 5 92 8

943 93.3 95.2

辮

9 5 . 9

97 2

十
力を付けることである

多デ舞誰瑞ズ勢| 886

96 8| 効至互===正匡ヨ直睡王豆I頭
~

ii *p<005

表3 鳥インフルエンザに関する質問項目および正答率

問題
番号

質問攻日
正容率
(%)

性別ili容率 年齢別■L容率

男1 4

( % )

女性

(%)
合意差

20歳台
( R 9 。)

30歳台
(%)

4 0歳台
(%)

5 0歳台
( °r l )

有意差

1
現在,鳥 インフルエンザは東南アジアを中花、に,烏 か
らヒトヘの感染が見られる

91.3 92.6 90 2 88.9 92 6 914 910

2
烏インフルエンザに感染しているニワトリに触ると鳥
インフルエンザに感染する可能性がある

75`6 75.3 75 8 72.1 77.9 76.2 72.0

3
鳥インフルエンザで死んだニワトリに徴っても,鳥 イ
ンフルエンザに感染する可能性はない 79.8 80,7 79 0 76.0 807 79.3 86 0

4 これまで鶏肉を食べて″弓インフルエンザに感染した例はない 51.1 50.5 516 53.4 52 4 400

国内で, これまで鳥インフルエンザに感染した人がいる 55.3 56.9 53.9 52 9 53 1 56.6 65.0

6 国内で,こ れまで鳥インフルエンザに発病 した人がいる 65.5 643 664 72 1 655 94 5 550

7 鳥インフルエンザにかかった人が亡くなる確率は50%以上である 48.6 49.0 48 2 490 49 8 46.9 47.0

8
鳥インフルエンザの治療には, タミフル (抗インフル
エンザ薬)を 使用する

60.4 60,0 60 7 60.6 583 600 700

同本では,人 が鳥インフルエンザの思者と診断された
場合,法 律で病院に入院することになる

72.3169.1 74.9 77.9 72.4 68.3 72.0

日本への入回の除,鳥 インフルエンザに感染したと考えら
れる症状が見られる場合,空 港で中し出なければならない

94.8 93.0 96.3 947 950 94.8 94.0

1 1
鳥インフルエンザが発生 している同 ・地域に住んでい

る人は日本に入国することはできない
72.7 76.8 69,4 68.8 70.2 77.6 77.0

鳥インフルエンザが発生している卜1・地域からの生き
た鳥類や鶏肉の輸入は現在禁11をされている

78 9 79.4 78.5 79.3 77.6 80.3 800

* p < 0 0 5
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(2)鳥 インフルエンザ (12問)

正容数は,最 小値 2問 ,最 大値12問,最 頻値

9間 であ り,平 均正答数は8.46±1,7間であつ

た。性房U,年 齢別ともに有意な差は認められな

かった。平均正答率は,性 別では男性70。6%,

女性70.4%と有意な差は認められず,年 齢別で

も20歳台70。4%,30歳 台70。4%,40歳 台70。600,

50歳台70,7°0と有意な差は認めらなかった。

各質問ごとの正容率は,48`696から94.800の

範囲で,平 均正答率は70.5%で あつた。「現在,

鳥インフルエンザは東南アジアを中心に,烏 か

らヒトヘの感染が見られる(1)Jと 「日本への

入国の際,鳥 インフルエンザに感染 したと考え

られる症状が見られる場合,空 港で中し出なけ

ればならない (10)」の 2問 は正答率 9害」を上

回つたが,残 り10問は 8害Jを ド回つた (表3)。

性別では,「日本では,人 が鳥 インフルエンザ

の息者 と診断された場合,法 律で病院に入院す

ることになる(9)」 「日本への入lllの際,鳥 イ

ンフルエンザに感染 したと考えられる症状が見

られる場合,空 港で中し出なければならない

(10)」「鳥 インフルエ ンザが発生 している国 ・

地域に住んでいる人は日本に入同することはで

きない (11)」の 3問 で有意な差が認め られた

(p<0,05)。年齢別では,「国内で,こ れまで

鳥インフルエンザに発病 した人がいる(6)」

「″毒インフルエンザが発生している国 ・地域に

住んでいる人は日本に入国することはできない

(11)」の2間 で特に有意な差が認められた (p

<0.05)。

(3)新 型インフルエンザ (10問)

正答数は,最 小値 1問 ,最 大値10問,最 頻値

8間 で,平 均正答数は7.55±194問であった。

平均π答率は,性 別では男性75。9%,女 性75。1

°。と有意な差はみられず,年 齢別では,20歳 台

73.5%,30歳 台74.8%,40歳 台78.601j,50歳台

73.6%と40歳台において他の年齢よりも有意に

高かった (p<0.05)。

各質問ごとの正答率は20.200から94.0%の範

囲で,平 均正符率は75.5%であった。正答率80

%を 上回った ものは 7問 ,全 体の 7割 である

(表4)。「新型インフルエンザとは,現 在, ヒ

トに感染している鳥インフルエンザのことであ

る(3)」「これまで鶏肉を食べて鳥インフルエ

ンザに感染した例はない(4)J「新型 インフル

エンザに対するワクチンは,現 在病院で接種す

ることができる(9)」の3間では正容率が7割

2 o l十七杷初頭に流行 したスペイン風邪は,当 時の新型イ
ンフルエンザである

新イJインフルエンザとは,現在,  ヒトに感染している
ヽインフルエンザのことである

1略:冬,す でに新11インフルエンザの発4iが兄られている

新型インフルエンザの予防に,手 洗いは有効である

新士!インフルエンザの予防に, うがいは有効である

通常のインフルエンザワクチンは,新 オJインフルエン

表4 新型インフルエンザに関する質問項目および正答率

午怖別IL容卒

30歳台
(%)

4 0歳台
( % )

50歳台
( r l t l )

有志差|

93.8   89 0

948 9001

さ1317お 8iS3 3 7891ぶ 21

1而 i

195120ぶ |   1239

一-42-一
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を下任Jった。性別では 「20世紀初頭に流行した

スペイン風邪は,当 時の新型インフルエンザで

ある(2)」「通常のインフルエンザワクチンは,

新去Jインフルエンザにも効果的である(8)Jの

それぞれで有意なたが認められた (p<0.05)。

年齢別では,「201日f紀初頭に流行 したスペイン

風邪は,当 時の新型 インフルエ ンザである

(2)J「新型 インフルエンザとは,現 在, ヒト

に感染している鳥インフルエンザのことである

(3)J「通常のインフルエンザワクチンは,新

型インフルエンザにも効果的である(8)」「新

型インフルエンザに対するワクチンは,現 在病

院で接種することができる(9)J「新型インフ

ルエンザは,か かった人に触ることで感染する

(10)」の 5間 で有意差 が認 め られ た (p

<0.05)。このうち 「20世紀初頭に流行 したス

ペイン風frjは,当 時の新型インフルエンザであ

る12」では,20歳台から50歳台にかけてそれぞ

れ74,2%,79,3%,85.900,88.0%と年齢があ

がるとともに正答率があが り,「新型インフル

エンザに対するワクチンは,現 在病院で接種す

ることができる(9)Jで は20歳台,30歳台,40

歳台で正答率がそれぞれ65。1%, 68.3%,

69.0%であるのに対し,50歳台では49.0%と低

くなった。

Ⅳ 考  察

有効かつ効率的に正 しい知識を国民に普及す

るためには,既 に獲得されている知識および不

足 している知識の内容を把握することが必要で

ある。また国民の感染症に対する知識は,報 道

や関心の高まり,過 去および現在の流行状況,

木知の感染症の使入などにより絶えず変化する

ものと考えられ,普 及啓発の際,そ の都度調査

等から現状の把握を行 う必要があると考えた。

(1)調 査法について

今回の調査日的は,新 型インフルエンザ等ヘ

の対策を早急に講 じるため,そ れに関係する国

民の知識の現状を把握することであった。既存

の文献等で,同 じ対象に対 してインフルエンザ,

鳥インフルエンザ,新 型インフルエンザの知識

を調査 した報告が見当たらなかったため,今 回

はインフルエンザ,鳥 インフルエンザ,新 卦Jイ

ンフルエンザについて同時に調査を行った。

調査の実施には,イ ンターネットを利用 した。

インターネット調査の長所 としては,「低コス

ト」「迅速性J等 があげられているトト
の一

方,

短所 としては,「母集団であるインターネット

ユーザーの正確な人数を特定することが不可能

なこと」「登録者が20歳台後半から40歳台後半

の特定の年齢層に集中していること」「登録方

法が多くの場合公募型であるため,回 答者への

謝礼を目的としたプロ回答集回が混入する可能

性があることJ等 があげられているいい
⑤この

調査でも50歳台が他の年齢に比べてもっとも低

かった。

しかし,今 回は,迅 速性が求められたため,

やむなくインターネット調査を利用 し,短 所を

考慮 した上で分析を試み,考 察ではそれを考慮

した。

(2)調 査結果について

インフルエンザに関する問いの平均正答率は

9割 近 く,正 苓率が50%程 度に満たない問いは

みられなかった①このことから, インフルエン

ザに関する知識は十分に浸透 していると考えら

れる。これに対 し,鳥 インフルエンザ,新 型イ

ンフルエンザの平均iE答率は 7害J台であ り,正

答率が50%程 度に満たない問いも鳥インフルエ

ンザでは12間中 2問 ,新 型インフルエンザでは

lol苫j中1間 であった。これにより,イ ンフルエ

ンザに比べて知識は十分でないことがうかがえ

た。なお,正 答率が50%程 度に満たない問いの

内容については,早 急に普及啓発する必要があ

ると考えられた。

インフルエンザと,鳥 インフルエンザおよび

新型インフルエンザにおいて正答率に差異がみ

られたのは, インフルエンザが毎年流行が起こ

る身近な問題であるのに対 し,鳥 インフルエン

ザや新型インフルエンザは最近知られるように

なった感染症であるからだと考えられる。鳥イ

ンフルエンザは以前から存在はしていたものの,
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鳥からヒトヘうつることが知られ報道されるよ  で 行うことが良いと思われる。調査のコス トの

うになったのは,高 病原性鳥インフルエンザウ  点 から,繰 り返し調査を実施する場合にはイン

イルスH5Nl型 が東南アジアで猛成を振るっ  タ ーネット調査の活用も考えられる。

た2005年以降である。新型インフルエンザも,

パンデミックが予測されるとして報道され始め   本 研究は,平 成18年度厚生労働科学研究費補

たのはやはり2005年以降である。新型インフル  助 金,新 興再興感染症研究事業によって実施し

エンザの流行はまだおこっていない。      た 。

新型インフルエンザは大流行が数十年という

長いスパンで流行が起こる感染症である。新型          文   献

インフルエンザと報道された最も近年の香港イ  1)大 隈昇.イ ンターネット調合の何が問題か.新情

ンフルエンザからすでに40年余 り経過しており,   報 2004・12.

調査対象の40歳台以下は大流行を体験 していな  2)東 大阪市かかりつけ歯科医機能推進委員会.イ ン

い。そのため 「20世紀初頭に流行したスペイン    タ ーネットを利用した歯科に関する意識調査.大

インフルエンザは,当 時の新型インフルエンザ   歯 会誌 2002・10;445.

である(2)」 において年齢別で有意差がみられ  3)田 鳥治.イ ンターネットによる全般性不安障害

たと考えられる。身近に経験するか否かで知識    (GAD)の 実態調査.日本医事新報 4222.2005;

の獲得に差ができることが推察された。       416.

新型インフルエンザのパンデミックが予,貝Jさ  4)金 子典歳台,中瀬克己.10歳台女性の性感染症ヘ

れ報道と関″亡、の高まる中,国 民にインフルエン    の リスク認識,コ ンドーム使用の利益と障害の価

ザに関して普及啓発する必要性は高い。性房Uや    値 観に関するインターネット調査.日本性感染症

年齢別に有意差がみられた項目があり,普 及啓   会 誌16(1)2005;405.

発には特定集団を意識して行う必要があると考  5)森 田一三,外 山敦史,熊 谷法子,他 .イ ンター

えられた。今後は普及啓発の評価を随時行うこ    ネ ット調査による歯科に関する用語の認知と個人

とも必要不可欠であり,そ の際には同じ調査法   属 性の関係.回腔衛生会誌53:21120,2003.
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